
602 

建
閣
時
の
事
情
に
綬
ざ
す
イ
ル
汗
園
の
分
立
的
鐙
質
は
、
外
敵
の
侵
入
を
撃
退

し
た
後
、
汗
位
縫
承
争
い
と
絡
む
有
力
ア
ミ

l
ル
聞
の
政
争
と
い
う
形
で
表
面

化
し
、
十
数
年
閲
の
混
乱
紋
態
が
綴
い
た
が
、
フ

ラ
グ
の
曾
孫
ガ
l
ザ
l
ン
は

一
連
の
政
争
の
中
心
に
あ
っ
た
西
方
出
先
機
関
起
源
の
軍
隊
の
支
配
者
そ
の
他

の
有
力
ア
ミ
l
ル
達
、
彼
等
と
結
託
し
て
汗
位
を
狙
い
う
る
諸
王
濯
を
徹
底
的

に
討
っ
て
子
飼
い
の
ア
ミ

l
ル
逮
を
中
核
と
す
る
統
一
政
権
を
成
立
さ
せ
た
。

ガ
l
ザ
!
ン
汗
の
残
後
、
彼
の
弟
オ
ル
ジ
ャ
イ
ト
、
そ
の
息
子
ア
プ

l
・
サ
イ

1
ド
へ
と
汗
位
は
移
行
し
、
彼
等
と
姻
戚
関
係
に
あ
る
ア
ミ
l
ル
淫
を
中
核
に

イ
ル
汗
園
は
一
廃
の
安
定
を
み
て
い
た
が
、
ガ

l
ザ
l
γ
汗
の
残
後
三
十
年
、

フ
ラ
グ
家
の
正
統
が
断
紹
し
て
諸
勢
力
分
立
抗
争
の
状
態
と
な
り
、
事
賃
上
解

桂
し
た
。

イ
ラ
ン
生
活
文
化
史
へ
の
一
現
職
'

ー

l
ベ
ル
シ
ア
語
の
農
業
書
を
め
ぐ
っ
て
l
1
l

清

万三

宏

結

サ
フ
ァ
ヴ
ィ

l
朝
時
代
に
書
か
れ
た
」
円
各
包
曲

-
N
E〆
「
農
業
便
覧
」
は
、

土
壌
の
選
定
、
種
ま
き
か
ら
説
き
お
こ
し
、
八
十
徐
種
に
の
ぼ
る
野
菜
、
果
物

を
、
そ
の
品
種
、
銘
柄
ご
と
に
特
徴
を
分
類
し
、
さ
ら
に
養
蜂
や
チ
l
ズ
の
作

り
方
に
ま
で
及
ぶ
、
ま
さ
に
「
種
ま
き
か
ら
口
に
入
れ
る
ま
で
」
を
記
述
し
た

慢
系
的
な
農
業
書
で
あ
る
。
さ
ら
に
本
書
に
は
、
イ
ラ
ン
太
陽
暦
の
元
旦
(
ノ

ウ
・
ル
ー
ズ
)
が
何
曜
日
に
始
ま
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
年
の
農
事
の
士
口
凶
を

占
う
方
法
ゃ
、
ア
ラ
ビ
ア
語
の
新
り
の
文
句
を
紙
に
書
き
、
俸
の
先
に
附
け
て

耕
地
の
四
隅
に
立
て
る
塑
作
祈
願
の
儀
式
な
ど
、
現
代
の
農
村
調
査
の
報
告
書

に
お
け
る
よ
う
な
、
生
き
生
き
と
し
た
描
篤
が
見
ら
れ
、
骨
田
時
の
生
活
文
化
を

考
え
る
上
で
の
恰
好
の
材
料
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
こ
の
農
業
書
を
紹
介
し
な

が
ら
、
そ
の
中
に
流
れ
て
い
る
ギ
リ
シ
ア
起
源
の
設
想
法
ゃ
、
ア
ラ
ビ
ア
語
の

農
書
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
鰯
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
イ

ラ
ン
の
自
然
保
件
の
特
殊
性
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
。

イ
プ
ン

・
フ

ァ
ッ
ラ

l
と
イ
プ
ン
・
タ
イ
ミ

l
ヤ

1

1
中
世
の
ハ
ン
バ
リ
l
波
政
治
思
想
の
展
開
|
|

湯

武
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ス
ン
ニ

1
波
イ
ス
ラ
l
ム
の
法
皐
の
分
野
に
は
、
い
ず
れ
も
正
統
的
と
認
め

ら
れ
て
い
る
四
つ
の
大
き
な
法
翠
援
が
あ
る
。
四
大
法
皐
娠
の
中
で
は
、
ハ
ン

パ
リ
l
源
は
そ
の
租
と
さ
れ
る
イ
プ
ン
・
ハ
ン
パ
ル
以
来
、
強
烈
な
俸
統
主
義

的
な
立
場
、
あ
る
い
は
、
い
わ
ゆ
る
原
則
主
義
的
な
立
場
で
知
ら
れ
て
い
る
。

イ
ス
ラ
l
ム
の
祭
問
鐙
系
に
あ
っ
て
は
、
政
治
に
関
す
る
議
論
は
法
皐
の
一

分
野
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ハ
ン
パ
リ

1
波
に
は
ハ
ン
パ
リ
l
波
濁

自
の
政
治
論
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
同
波
の
立
場

を
反
映
し
て
、
イ
ス
ラ
l
ム
法
を
よ
り
厳
格
に
解
揮
し
、
そ
れ
を
枇
舎
で
質
施

し
て
い
く
こ
と
が
政
治
の
目
的
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
強
く
押
し
出
し
て
い

る
。
と
は
言
っ
て
も
、
ハ
ン
パ
リ
!
波
の
政
治
論
が
歴
史
的
に
繁
化
、
展
開
し

て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
か
な
り
重
要
な
黙
で
費
化

が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。



ハ
ン
パ
リ
l
波
の
政
治
論
の
幾
ら
な
い
部
分
と
第
化
し
た
部
分
を
、
十
一
世

紀
の
イ
プ
ン
・
フ
ァ
ッ
ラ
l
と
十
四
世
紀
の
イ
プ
ン
・
タ
イ
ミ
l
ヤ
と
い
う
、

同
級
の
法
皐
者
の
中
で
は
こ
の
分
野
で
特
に
顕
著
な
業
績
を
残
し
た
二
人
の
人

物
の
政
治
論
を
比
較
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
い
く
分
な
り
と
も
明
ら
か
に
し
て

み
た
い
。

イ
ブ

ン
・
フ
ア
ツ
ラ
l
に
つ
い
て
は
そ
の
著

k
S
E遣
と
e
h
R
N
Bミ
ほ
お

(
統
治
の
諸
原
理
)
を
、
イ
ブ
ン
・
タ
イ
ミ
l
ヤ
の
場
合
は
と
・
訟
も

EbN-

M
F
司
dhH(イ
ス
ラ
l
ム
法
の
政
治
〉
と
い
う
本
を
取
り
あ
げ
て
、
そ
の
内
容

の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
比
較
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

中
園
紡
績
業
の
「
黄
金
時
代
」

森

時

彦
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一
九
一
九
年
か
ら
二

O
年
に
か
け
て
、
中
園
紡
績
業
は
綿
糸
一
梱
嘗
り
五

O

雨
と
い
う
未
曾
有
の
高
利
潤
に
う
る
お
っ
た
。
そ
の
結
果
、
紡
績
業
へ
の
投
資

は
プ
l
ム
を
よ
び
、
僅
々
四
、
五
年
の
聞
に
紡
錘
数
は
三
倍
近
い
激
増
を
み

た
。
中
園
民
族
工
業
の
「
黄
金
時
代
」
を
き
づ
く
原
動
力
と
な
っ
た
こ
の
紡
績

業
勃
興
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
研
究
で
は
多
く
、
第
一
夫
世
界
大
戦
の

影
響
に
よ
る
根
強
い
圏
内
需
要
の
抜
大
と
、
そ
れ
に
績
く
圏
内
市
場
の

「紗
貴

花
賎
(
製
品
高
の
原
料
安
ど
と
い
う
、
い
わ
ば
現
象
面
だ
け
の
説
明
が
嘗
て

ら
れ
て
き
た
。

本
報
告
で
は
、
嘗
時
の
中
園
紡
績
業
の
褒
展
段
階
を
考
慮
に
い
れ
つ
つ
、
綿

糸
債
格
と
棉
花
債
格
(
と
り
わ
け
後
者
に
重
黙
を
お
い
て
〉
の
園
際
比
較
を
こ

こ
ろ
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
紡
績
業
に
と
っ
て
理
想
的
な
「
紗
貴
花
賎
」
と
い

う
彦
境
か
、
何
故
に
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
の
時
期
に
中
園
市
場
に
も
た
ら
さ
れ
た
の

か
と
い
う
問
題
を
解
明
し
た
い
。
こ
の
分
析
は
、
中
園
市
場
の
構
造
的
特
質
を

通
じ
て
、
中
薗
紡
績
業
の
「
黄
金
時
代
」
な
る
も
の
の
寅
態
を
よ
り
鮮
明
に
す

る
こ
と
を
可
能
に
す
る
と
同
時
に
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け

る
綿
紡
績
工
業
の
展
開
過
程
の
中
で
、
中
園
紡
績
業
の
お
か
れ
て
い
た
位
置
と

そ
れ
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
限
界
を
も
、
間
接
的
に
で
は
あ
る
が
明
ら
か
に
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

張
審
と
東
南
互
保

藤

-147ー

岡

喜
久
男

張
審
の
東
南
互
保
へ
の
開
輿
は
、

c.
タ
ン
、

s.
チ
ュ
、
李
園
祁
氏
が
夫

々
既
に
燭
れ
ら
れ
て
い
る
露
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
、
張
審
の
「
柳
西

草
堂
日
記
」
同
「
年
盟
国
」
、
彼
と
関
係
の
深
か
っ
た
劉
厚
生
(
劉
垣
)
の
「
張

審
停
記
」
惜
陰
(
趨
鳳
畠
)
の
「
庚
子
袋
一
繭
東
南
互
保
之
紀
賞
」
盛
宣
懐
・
劉

坤
一
・
張
之
洞
・
李
鴻
章
の
電
稿
、
及
び
日
英
の
外
交
文
書
等
々
に
よ
っ
て
、

よ
り
明
確
に
し
、
張
審
の
そ
の
後
の
立
憲
運
動
・
辛
亥
革
命
へ
の
閥
輿
の
性
格

を
考
察
す
る
手
掛
り
と
し
た
い
。

内
容
は
、
付
タ
ン
・
チ
ュ
・
李
三
氏
に
よ
り
つ
つ
同
約
款
が
劉
・
張
・
李
一
一
一

総
督
の
東
南
の
卒
和
護
持
政
策
と
盛
ら
上
海
官
紳
の
約
款
締
結
提
議
・
協
力
の

結
果
で
あ
る
こ
と
の
紹
介
、
白
そ
の
上
海
官
紳
の
一
人
と
さ
れ
る
張
審
(
進

士
、
貧
業
家
〉
が
、
沓
知
の
沈
総
度
(
傘
人
、
文
繍
公
の
息
)
等
々
と
共
に
、


